
Keyword

本研究は、政府や中央銀行のような金融機関の規制を担
当する公的部門が、「社会全体の利益ではなく、自身の利益
の最大化を意図している」という状況を問題点として捉えてい
る。

その上で、規制当局が自身の利益最大化を求める場合に、
金融機関に対する規制がどのように変化するのか、また、その
条件下でどうすれば社会全体として最も望ましい結果が得ら
れるのか、という点を理論モデルを使って分析している。

金融規制当局が自己の利得を
考慮する場合の効率性分析

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

その他の研究テーマ

公的部門のとらえ方 ●「公的部門は社会全体の利益を考慮している」という先入観を排除すること
で、より現実に近い形での分析が行えます

Point

金融規制当局の利得、金融機関のガバナンス

経済学部
経済学科
准教授

下田 真也

金融機関のコーポレートガバナンスに関する研究

そもそも規制当局の行動基準
が、社会全体の利益最大化で
はない、という前提に立つことで、
理解しやすくなる

●政府や規制当局の意図が計
りかねる

Keyword

本研究は、地域包括ケアシステムにおける住民主体による
支援サービスの課題と可能性を探索し、住民参加型の地域福
祉社会の構築のあり方について、調査研究を通して探求し、
具体策を提言することを目的としています。
新総合事業における住民主体によるＢ型支援の普及が進

まない現状がある。しかし、当事業の高齢者及び地域におけ
る効果的な介護予防と生活支援の担い手確保といった点か

ら、今後の超高齢社会において重要な役割を果たすことから、
地域に根差したサービス供給がなされる体制を整えることは
必須である。
そこで、本研究では地域の限りある資源を有効に活用する
ためのＢ型支援を含めた総合的な地域福祉施策の考察を
行っている。

住民参加型の地域福祉サービス
に関する研究

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

その他の研究テーマ

高齢者の生きがいと
就労の場の創出

●地域ニーズに応じた新たな働き方の開発や提供を行います。
●地域に住まう高齢者の余暇時間を利用し、地域貢献につながる就労を行う
ことが可能です。

Point

・手助けできる人を紹介します
・課題解決の方法を検討します
・新たなサービス提供主体を創
出します
・地域の人材発掘に繋がります

●ちょっとしたお手伝いが必要だ
けど、だれにお願いしたらいい
の？（住民）

生きがい創出、地域福祉、ボランティア

経済学部
経済学科

教授

萱沼 美香

地方コミュニティにおける多様な社会参加に関する研究
介護支援ボランティア制度による生活支援サービス供給に関する研究

・各種サービス提供主体を通じ
て、活動を紹介します
・活躍できる場を創出します

●地域に貢献したいけどどこに
相談したらいいの？
●少しだけ働きたいけどどんな仕
事が地域にあるかわからない

地域の担い手
不足を解消

●サービスを供給する住民主体の新たな組織を創出します。
●地域内の困りごとを共有化し、解決に向け取り組むことができます。

Point

福祉施設・
地域住民

高齢者

〈地域の課題〉高齢者の増加と担い手不足により、移動、買い物、居場所、担い手、見守りなどへの対応。
〈現　状〉総合事業Ｂ型及びＤ型の実施状況をみると住民主体による支援はわずかにとどまっています（図表１）

〈普及に向けて〉
●行政・社協等による組織形成支援のさらなる充実・普
及が必要です。
●自治体独自事業や一般介護予防事業による介護支援ボ
ランティアポイントの活用は地域資源の乏しい地域に
おいては特に有効と考えられます。

図表 1. 介護予防・生活支援サービス事業の実施状況（2017 年度実施分）
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